
 

 

令和４年度通常総会議事録 

 

Ⅰ 会議開催の日時及び開催方式 

 １ 日  時  令和４年５月２５日 

         １５時００分から１６時００分まで 

 ２ 開催方式  オンライン開催（Zoom Meetingsを使用しての開催） 

 

Ⅱ 議決権のある構成員総数、構成員の議決権総数、定足数及び出席者数等 

 １ 議決権のある構成員総数      ４７名 

 ２ 構成員の議決権総数        ４７名 

 ３ 定足数              ２４名 

 ４ 出席者数（委任状による出席を含む）４７名 

 ５ 出・欠席した理事及び監事 

(1) 出席理事  佐藤博恒、志田真人、岩渕範好、守山忠男、田野岡肇 

          齋藤俊治、杉埜富雄 

(2) 出席監事  滝澤成 

(3) 欠席監事  古屋強 

 ６ 議 長  佐藤博恒 

 

Ⅲ 議  案（審議事項及び議決事項） 

第１号議案 議事録署名人選任の件 

第２号議案 令和３年度事業報告承認の件 

第３号議案 令和３年度決算報告承認の件 

第４号議案 役員選任の件 

第５号議案 その他の件 

 

Ⅳ 報告事項 

報 告 １ 令和４年度事業計画の件 

  報 告 ２ 令和４年度収支予算の件 

 

Ⅴ 開  会  

令和４年度通常総会をオンラインで開催するに際し、使用する通信用アプ

リケーションソフトウェア（Zoom Meetings）が、正常に作動し、出席者全員

の音声と画像がそれぞれのモニター画面を通じて共有され、適時、的確にお互

いが意見を表明できる状態に調整されており、出席者が一堂に会したのと同



 

 

等の相互に十分に議論できる環境下にあることを、出席者全員が確認した。 

定刻、総務部長が、令和４年度通常総会の開会を宣言した。 

 

Ⅵ 会長挨拶 

会長が、要旨次のとおり挨拶された。 

「社会・経済情勢は大きな変化が起こっている。コロナ渦が長引き、慣れも

あるが、決して安心できない。経済・社会活動を回復させていくには、Withコ

ロナの中でどのように生活・活動するかが大事。感染予防はいうまでもなく、

テレワークや Web 活用などの業務改革を日常の中にどれだけ織り込み、DX を

進めていくかが重要である。 

国際情勢の変化が、我が国の経済に強い影響を及ぼしており、今後、更に影

響が大きくなることも懸念される。動向を注視しながら、進んでいく必要があ

る。 

当連合会の令和３年度の運営環境と決算を総括すると、改善の兆しがいく

らか見えたが、長引くコロナ禍の影響を受け、引き続き厳しいものとなった。 

令和４年度は、次の３点に重きを置いて事業を運営することとしたい。 

① 技能実習講習の積極的な受講勧奨等により経営基盤を安定させる。 

② 企画・競争力を高めるための研鑽に努める。 

③ 人件費を含めた運営経費の節減に取り組む。 

令和４年度を、活性を取り戻すための確かな一歩とするため、連合体として

の当連合会と地区労働基準協会を含めた正会員協会が共にさまざまな知恵を

出し合い工夫していくことが何よりも重要であり、会員各位のご理解・ご協力

をお願いしたい。」 

 

Ⅶ 議事の概要 

 １ 会長の議長就任 

   定款第２８条の規定に基づき、会長が議長に就任した。 

 

 ２ 定足数の確認等 

   総務部長が、議決権のある構成員総数４７名、構成員の議決権総数４７名、

定足数２４名、本日の出席者数３６名であること、欠席した正会員１１協会

からは会長あてに議決権行使の委任状が提出されている旨を報告した。 

 

 ３ 会議の有効成立宣言 

   議長は、総務部長の報告を受けて、本通常総会は、定款第２９条に規定す



 

 

る定足数（総正会員の過半数の出席）を充足しており、有効に成立している

ことを宣言した。 

   また、本日の審議事項及び議決事項である第２号議案から第４号議案並

びに報告事項である令和４年度事業計画、令和４年度収支予算の各件は、令

和４年３月２４日開催の令和３年度第３回通常理事会並びに令和３年５月

１０日開催の令和４年度第１回通常理事会において承認されたものである

ことを付言した。 

 

 ４ 議事経過の要領及びその結果 

 【審議事項及び議決事項】 

  (1) 第１号議案 議事録署名人選任の件 

     議長は第１号議案を上程し、事務局長が要旨次のとおり説明した。 

ア 当連合会では、通常総会の議事とその議事録の公正性を担保する

観点から、定款第２２条第２項で「総会にあっては議長及び総会にお

いて選任された出席理事２名以上がこれに署名し、又は記名押印し

なければならない」と定めていること。 

イ 議事録署名人の候補者として、本日出席予定の理事７名の名前を

掲げているが、定款の規定に基づき会長が議長となっていることか

ら候補者は６名となること。 

 

この後、議長が守山理事と田野岡理事を議事録署名人に選任したい

旨を諮ったところ、全会一致で可決された。 

 

  (2) 第２号議案 令和３年度事業報告承認の件 

  (3) 第３号議案 令和３年度決算報告承認の件 

     第２号議案と第３号議案は、相互に関連性を有するので、議長は両議

案を一括上程し、事務局長が要旨次のとおり説明した。 

【令和３年度事業報告】 

ア 公益目的事業１（教育・研修事業）の「労務管理セミナー」、「衛生

管理者免許試験受験準備講習会」、「働くときのＡ・Ｂ・Ｃセミナー」、

「個別労働紛争解決研修（基礎・応用等）」、「外国人技能実習制度関

係者養成講習」の実施結果、「新任人事労務・安全衛生管理担当者研

修(仮称)」の進捗状況並びに今後の課題など。 

イ 公益目的事業２（情報提供事業）の「労働基準関係判例情報の提供」、

「メールマガジンの発行」の実施結果など。 



 

 

ウ 公益目的事業３（国等からの受託事業）の｢大学生・高校生等を対

象とした労働条件セミナー事業｣、「個別労働紛争の防止・解決のため

の労働法制普及・啓発事業」、「労働者派遣事業者の適正化推進事業」、

｢労働条件ポータルサイト『確かめよう労働条件』の設置・運営にお

ける労働基準法等の情報発信事業｣、「受動喫煙防止対策等セミナー

の開催」、「インターネット監視による労働条件に係る情報の収集事

業」、「外国人労働者安全衛生管理支援事業」、｢労働問題に関する調査

研究｣に係る事業成果など。 

エ 収益事業（広報・出版事業）、共益目的事業の実施結果など。 

 

   【令和３年度決算報告】 

ア 当連合会が採用している会計基準の「２０年基準」で作成を義務付

けられている財務諸表は、「貸借対照表」、「正味財産増減計算書」及

び「キャッシュ・フロー計算書」で、法人法で「附属明細書」、認定

法で「財産目録」の作成が義務付けられていること。 

  なお、「キャッシュ・フロー計算書」は、公益法人会計基準の運用

指針が「大規模法人以外は作成しないことができる」とされているこ

とから、当連合会は、これを作成していないこと。 

イ 貸借対照表、貸借対照表内訳表、正味財産増減計算書、正味財産増

減計算書内訳表、附属明細書、財産目録により、令和３年度の収支並

びに財産の状況等を説明。 

 

議長からの求めに応じ、監事が定款第１５条の規定に基づき、令和３

年度に係る事業報告及び計算書類並びにこれらの附属明細書、理事の

職務執行状況の監査、法人の業務及び財産状況の調査の対象とその方

法を報告した後、要旨次のとおり、監査結果を報告した。 

ア 業務監査の結果 

 ① 理事の職務執行に、不正の行為、法令又は定款に違反する事実は

認められない。 

 ② 法人の業務は、法令、定款及び規程等を遵守し、適正に運営され

ているものと認める。 

 ③ 事業報告及びその附属明細書は、正しく表示されており、不当な

事項は認められない。 

イ 会計監査の結果 

  計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法令、公益法人会



 

 

計基準及び定款等に基づき、法人の財産及び損益の状況を正しく表

示しているものと認める。 

 

     以上の説明と報告を受けて審議した結果、第２号議案と第３号議案は、

ともに全会一致で可決された。 

 

  (4) 第４号議案 役員選任の件 

     議長は第４号議案を上程し、事務局長が要旨次のとおり説明した。 

ア 当連合会の理事及び監事の任期は、法人法の規定に基づき、定款第

１７条第１項・第２項で「選任後２年以内に終了する事業年度のうち、

最終のものに関する通常総会の終結のときまでとし、再任を妨げな

い」こと、「任期満了前に退任した役員の補欠として選任された役員

の任期は、前任者の任期の満了するときまでとする」ことと定めてい

ること。よって、現在就任いただいている理事及び監事の任期は、令

和５年度通常総会終結のときまでとなること。 

イ 今回、理事２名から、任期途中での辞任の申し出があったこと。 

ウ 本通常総会で選任いただく理事の候補者については議案書の役員

候補者名簿のとおりであり、各候補者からは、既にご内諾をいただい

ていること。 

エ 本通常総会で新任された役員の任期は、現在就任されている他の

役員同様、令和５年度通常総会終結のときまでとなること。 

 

以上の説明の後、議長は、定款第３０条第３項の規定に基づき、理事

候補者ごとに決議を求め、候補者ごとに全会一致で可決された。 

 

  (5) 第５号議案 その他の件 

議長は、その他に議案として審議すべき事項がないか諮ったところ、

議案として提出されたものはなかった。 

 

 【報告事項】 

   事務局長が、要旨次のとおり、報告事項を説明した。 

    報告１ 令和４年度事業計画の件 

公益目的事業１(教育・研修事業)、公益目的事業２(情報提供事

業)について。 

公益目的事業３(国等からの受託事業)については、事務処理能



 

 

力等も勘案しながら、今後も当連合会に相応しい事業が公告され、

これに応札の上、落札した場合又は他法人から業務委託の申し入

れがあれば諸事情を勘案して受託する場合がある等事業計画を修

正する必要性が生じた場合には、会長に一任することを含めて、令

和３年度第３回通常理事会の承認を得ていること。 

 

    報告２ 令和４年度収支予算の件 

「令和４年度収支予算書」は、当連合会全体の損益ベースでの収

支予算を、「収支予算書内訳表」は、会計別、事業別の収支予算を

表示し、公益目的事業会計、収益事業等会計、法人会計について、

報告。 

また、予算執行に際し、調整等の必要が生じた場合には、会長に

一任することを、令和３年度第３回通常理事会の承認を得ている

ことを報告。 

 

Ⅷ 閉 会 

  以上、通信用アプリケーションソフトウェア（Zoom Meetings）を用いてオ

ンラインにより開催した令和４年度通常総会は、当該アプリが終始正常に作

動した結果、議事並びに報告の全部を支障なく終了したので、議長が閉会を宣

言した。 




